
１ 刑法犯の認知・検挙状況（過去１０年間の推移）
令和６年中の刑法犯の認知件数は２，９５２件で、前年と比較すると２７９件

（１０．４％）増加し、平成２７年と比較すると約６割に減少しています。
令和６年中の刑法犯の検挙件数は１，３０３件で、検挙率は４４．１％でした。

★ 刑法犯・・・殺人・強盗・傷害・窃盗・詐欺など、刑法に規定する罪

令和６年中の刑法犯の認知・検挙状況を罪種別に見ると、窃盗犯の占める割合が最も高く、
全体の約７割を占めています。
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H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

認知件数 4,543 3,953 3,694 3,094 3,111 2,414 2,362 2,256 2,673 2,952

検挙件数 2,374 2,010 1,826 1,691 1,654 1,329 1,068 1,131 1,150 1,303

検挙人員 1,168 1,103 1,048 910 809 673 703 636 690 839

検挙率 52.3% 50.8% 49.4% 54.7% 53.2% 55.1% 45.2% 50.1% 43.0% 44.1%

(件・人) 刑法犯 認知件数・検挙件数・検挙人員（過去１０年間）
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★ 凶悪犯・・・殺人・強盗・放火・不同意性交等
★ 粗暴犯・・・凶器準備集合・暴行・傷害・脅迫・恐喝
★ 窃盗犯・・・窃盗
★ 知能犯・・・詐欺・横領・偽造・汚職・背任 等
★ 風俗犯・・・賭博・わいせつ・性的姿態撮影等処罰法
★ その他・・・公務執行妨害・住居侵入・逮捕監禁・器物損壊 等

（件）
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2 街頭犯罪・侵入犯罪の認知状況（過去１０年間の推移）
★ 街頭犯罪・・・自動車盗・オートバイ盗・自転車盗・ひったくり・車上ねらい・部品ねらい

自動販売機ねらい・不同意性交等・不同意わいせつ・略取誘拐・人身売買
★ 侵入犯罪・・・空き巣・忍込み・金庫破り・事務所荒し・出店荒し

令和６年中の街頭犯罪の認知件数は９５７件で、前年と比較すると１８６件（２４．１％）
増加し、平成２７年と比較すると約７割に減少しています。
また、令和６年中の侵入犯罪の認知件数は１０７件で、前年と比較すると２６件(３２．１％)
増加し、平成２７年と比較すると約６割に減少しています。

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

街頭犯罪 1,354 1,145 1,141 984 914 644 647 737 771 957

侵入犯罪 192 172 150 113 117 133 55 58 81 107

(侵入犯罪件数)街頭犯罪・侵入犯罪の認知件数（過去１０年間）
(街頭犯罪件数)
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３ 重要犯罪の認知・検挙状況（過去１０年間の推移）
★ 重要犯罪・・・殺人・強盗・放火・不同意性交等・不同意わいせつ

略取誘拐・人身売買の罪

令和６年中の重要犯罪の認知件数は５５件で、前年と比較すると１９件（５２．８％）
増加し、平成２７年と比較すると、その約１．２倍に増加しています。
令和６年中の重要犯罪の検挙件数は４４件で、検挙率は８０．０％でした。

令和６年中の重要犯罪の認知状況を罪種別に見ると、不同意わいせつの占める割合が最も
高く、全体の約半数を占めています。

H27 H28 H29 H30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

認知件数 45 42 47 47 30 24 25 18 36 55

検挙件数 37 41 48 38 32 22 23 15 25 44

検挙率 82.2% 97.6% 102.1% 80.9% 106.7% 91.7% 92.0% 83.3% 69.4% 80.0%

(件) 重要犯罪の認知件数・検挙件数(過去１０年間)

注）検挙件数には、前年までに認知した事件の検挙が含まれることから、検挙率が１００％を超えることがあります。
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４ 交通事故の発生状況（過去１０年間の推移）
（１）令和６年の概況

交通事故発生件数 １，８１７件（前年比１７０件（８．６％）減少）
死者数 ３３人（前年比５人（１７．９％）増加）
負傷者数 ２，１４５人（前年比２０７人（８．８％）減少）

うち重傷者数 ２８０人（前年比２３人（８．９％）増加）
（２）過去１０年の死者数の推移

（３）令和６年中の交通死亡事故の特徴
。
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令和６年中における人身交通事故の発生件数は１，８１７件で、現行の道路交通法が
施行された昭和３５年（１９６０年）以降で最も少ない記録となりました。
しかし、交通事故死者数、重傷者数は、昨年よりも増加しています。

平成２７年と比較すると、令和６年中の交通事故死者は、６人（２２．２％）増加し
ていますが、全体を見ると増減を繰り返しながら横ばい状態となっています。
また高齢者の死者数の割合が依然として高く、さらなる交通死亡事故抑止対策、高齢

者対策が重要です。

令和６年中の交通死亡事故の特徴は、四輪乗車中の死者が２１人と死者全体の６割以上
を占めています。事故類型別にみると、工作物への衝突や、路外逸脱による車両単独の事
故による死者が１２人、正面衝突事故による死者が８人となっています。
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５ １１０番通報の受理状況（過去１０年間の推移）

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

総受理件数 64,363 61,803 60,249 63,178 60,202 54,307 55,520 58,004 62,685 63,339

有効110番 56,464 54,405 53,340 55,985 53,729 48,287 49,213 49,007 52,156 55,560

緊急性無し 18,288 16,817 15,407 16,539 15,303 14,454 14,766 13,515 14,506 15,792
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【１１０番の仕組み】
県内からの１１０番通報は、すべて警察

本部の通信指令課につながります。

１１０番を受理した通信指令課は、直ち

に通報内容を警察署等に伝え、警察官を現

場急行させるなどの指令を行っています。

通信指令課

【１１０番の適正な利用について】
緊急の対応を必要としない相談等は、警察相

談ダイヤル「＃９１１０」番を利用してくださ

い。警察総合相談センターにつながります。

携帯電話を用いて１１０番通報するときは、

所在地や目標を確認するとともに、通話中はで

きる限り場所を移動しないようにしてください。

１１０番の日キャンペーン

令和６年中の１１０番通報総受理件数は６３，３３９件で、前年より６５
４件増加しました。
総受理件数のうち､いたずら､間違い等の無効１１０番を除いた有効１１０

番通報は５５，５６０件で１日平均の受理件数は約１５１．８件（約９分２
８秒に１件）でした。
また、有効１１０番通報のうち、緊急の対応を必要としない相談、要望等

が１５，７９２件で、有効１１０番通報の約３割を占めています。

徳島県の
治安情勢
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６ 警察安全相談の受理状況（過去１０年間の推移）
（１）警察安全相談の受理状況

（２）令和６年中に受理した相談の内訳

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

合計 24,083 24,386 26,031 27,428 26,726 26,966 28,454 29,281 35,354 35,185

警察署 19,913 19,981 21,880 23,598 22,905 22,973 24,648 25,454 29,817 30,133

本部 4,170 4,405 4,151 3,830 3,821 3,993 3,866 3,827 5,537 5,052
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（件） 過去１０年間における警察安全相談の受理状況
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短縮ダイヤル「♯９１１０」

または

０８８-６５３-９１１０

《受付する相談の例》

犯罪からの被害防止や、県民の日常生活の安全

と平穏にかかること全般

〇振り込め詐欺やあやしい儲け話に関する相談

〇悪質商法等に関する相談

〇男女間トラブル（ＤＶ、ストーカー等）に関すること

〇家庭・職場・近隣でのトラブルに関する相談

〇その他安全と平穏に関してあなたが不安に感じること

な ど

気軽にご相談ください。

令和６年中の警察安全相談の受理件数は３５，１８５件（前年度０．５%減）で、平成
２７年と比較すると４６．１％増加しています。
また、受理の態様別については、電話受理が一番多く１５，５０９件（４４．１％）、

次いで、来室９，９７８件（２８．４％）、署外活動８，０６８件（２２．９％）でし
た。

総受理件数のうちＤＶ・ストーカーや近隣トラブルなどの生活安全関係の相談が２０，
５７５件（５８．５％）、刑事関係の相談が６，８９５件（１９．６％）、交通関係の相
談が３，６５８件（１０．４％）でした。
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